
 

 
※「代理によるミュンヒハウゼン症候群」 子どもに不必要な、あるいは有害な薬などを飲ませて、子どもに不自然な症状

を頻回に出現させる。 

 

□子どもの保護を求めている

□生命に危険な行為

□性的虐待

□養育拒否の言動

□医療ネグレクト

□放置

□養育能力の著しい不足

□子どもを監禁

□虐待の認識、自覚なし

□子どものケガの不自然な説明

□偏った養育方針（しつけ）

□子どもへの過度の要求

□育児への拒否的な言動

□ＤＶがある

□子どもへの愚弄（ぐろう）

□兄弟との差別

□必要な支援の拒否

□精神状態

□性格的問題

□攻撃性が強い

□交流の拒否

□アルコール、薬物等の問題

□ライフラインの停止等

□異常な音や声

□家族が現認できない

□継続的な夫婦間の問題

□不衛生

□経済的な困窮

□確認できない長期の不在

□近隣からの孤立・非難

□家族間の暴力、不和

□頻繁な転居

□関係機関に拒否的

□子どもを守る人の不在

□生活リズムの乱れ

□乳幼児

□子どもの育てにくさ

□子どもの問題行動

□生育上の問題

□複雑な家族構成

□きょうだいが著しく多い

□保護者の生育歴

□養育技術の不足

□養育に協力する人の不在

□望まない妊娠、出産

□若年の妊娠、出産

親
（

保
護
者
）

の
様
子

緊急的な支援
を要するもの

差し迫った事情が認められ、子どもの緊急の保護を求めている

頭部打撃、顔面打撃、首締め、シェーキング、道具を使った体
罰、逆さづり、戸外放置、溺れさせる

性器挿入に至らない性的虐待も含む

「殺してしまいそう」「叩くのを止められない」など差し迫っ
た訴え

診察、治療が必要だが受診しない、個人的な考えや信条などに
よる治療拒否

乳幼児を家に置き外出、車内に置き去りにする

著しく不適切な生活状況となっている

継続的な拘束、監禁、登校禁止

しつけとして行っていると主張し、罪障感がない

一貫しない説明、症状との明らかな食い違い、詐病（※代理に
よるミュンヒハウゼン症候群）

虐待を
疑わせるもの

体罰の正当化、非常識な養育観

理想の押しつけ、年齢不相応な要求

「かわいくない」「憎い」差別的言動

激しい夫婦間暴力の繰り返しが認められる

繰り返し自分の子どもを愚弄する

兄弟に対しての差別的言動、特定の子どもへの拒否

保護者自身の治療拒否、必要な社会資源の活用の拒否

虐待の視点を
持つ必要

のあるもの

うつ的、不安定、妊娠・出産のストレス、育児ノイローゼ

一方的被害感、偏った思いこみ、衝動的、未熟である

一方的な学校などへの非難、脅迫行為、他児の親との対立

行事などの不参加、連絡をとることが困難

現在常用している、過去に経験がある、依存

家
庭
の
様
子

緊急的な支援
を要するもの

食事が取れない、電気、水道、ガスが止まっている

助けを求める悲鳴、叫び

家庭の状況が全くわからない

虐待を
疑わせるもの

夫婦間の口論、言い争い

家中ゴミだらけ、異臭、シラミがわく、放置された多数の動物

頻繁な借金の取り立て

原因不明の長期の留守、夜逃げ

養育の見通しもないままの無計画な出産による多子

被虐待歴、愛されなかった思い、何らかの心的外傷を抱えている

知識不足、家事・育児能力の不足

虐待の視点を
持つ必要

のあるもの

近隣との付き合いを拒否、非難される

家族、同居者間に暴力、不和がある

理由のわからない頻繁な転居

特に理由もなく関わりを拒む

日常的に子どもを守る人がいない

昼夜の逆転など生活リズムが乱れている

親族や友人などの養育支援者が近くにいない

予期しない、不本意な妊娠・出産、祝福されない妊娠・出産

１０代の妊娠、親としての心構えが整う前の出産

そ
の
他

虐待のリスク
を高める要因

就学前の幼い子ども

子どもの生来の気質などの育てにくさ

諸々の問題行動（盗み、虚言、自傷など）

発達や発育の遅れ、未熟児、障害、慢性疾患

親族外の同居人の存在、不安定な婚姻状況


